
平成30年9月1日現在
人口　34万2,152人（前月比212人増）
世帯　15万2,512世帯（前月比242世帯増）

男　17万179人（前月比123人増）
女　17万1,973人（前月比89人増）

＊8月の交通事故662件　死者0　負傷者108人
＊8月の火災7件　救急出動回数1，436件
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昭
和
60
年
、
結
婚
を
機
に
越
谷
に
転

居
し
ま
し
た
。
途
中
何
年
か
離
れ
ま
し

た
が
、
平
成
12
年
か
ら
、
再
び
越
谷
に

住
ん
で
い
ま
す
。
自
宅
の
近
く
に
は
元

荒
川
が
流
れ
、
越
谷
は
水
辺
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
久
伊
豆
神
社
の

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
も
大
変
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
日
光
街
道
沿
い

の
越
谷
の
街
並
み
の
移
り
変
わ
り
を
興

味
を
持
っ
て
見
て
い
ま
す
。

　

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
然
科
学

が
好
き
で
し
た
。
自
然
や
宇
宙
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
、
研
究
を
続
け
て
き
た
動
機
で

す
。
皆
さ
ん
も
、
興
味
が
あ
る
こ
と
は

と
こ
と
ん
続
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
小
さ
い
質
量

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
と

て
も
幸
運
な
こ
と
に
、
良
い
師
、
良
い

仲
間
、
良
い
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
恵

ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
収
し
自

分
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

人
生
を
決
め
る
よ
う
な
大
切
な
出
会
い

は
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
広
く
目
と
心
を
開
い
て
、
日
ご
ろ

か
ら
大
切
な
も
の
に
出
会
っ
た
と
き
の

準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
勉
強
す
る
こ

と
も
そ
の
準
備
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
越
谷
市
制
60
周
年
、
ま

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
未
来
を
見
据
え
た
市
政
を

す
す
め
て
い
る
越
谷
市
に
、
私
も
何
ら

か
の
形
で
ご
協
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

　昨年、約２２万人の人出でにぎわった
越谷市民まつり。その始まりは、昭和
５０年に行われた「第１回交通安全市民
まつり」までさかのぼる。当時の越谷市
の人口は約１９万人。まつりには約２万
人が参加したとされている。
　昭和５０年９月１４日、全国一斉に実施
された「秋の交通安全運動」に先がけ
て、第１回交通安全市民まつりが行われ
た。この交通安全市民まつりでは、４６
年９月開催の「交通安全市民集会」で行
われたパレードが継承され、北越谷駅
東口広場から市役所まで、ブラスバンド
や鼓笛隊、一般市民らによる交通安全
パレードが行われた。当時は１カ所から
の出発だったパレードも、現在は越ヶ谷
小学校、東越谷第二公園、産業雇用支
援センターの３カ所からの出発となって
いる。
　まつりの催しも、時代により変化して
きた。昭和５１年の第２回交通安全市民
まつりでは、ふるさとへ無料で電話がか
けられる「ふるさと電話」が人気を呼
び、５２年の第３回交通安全市民まつり
では、２４年間続くこととなったミスコ
ンテストの第１回が行われた。栄冠をい
とめたミス・準ミスは、次のコンテスト
までの１年間、市民の代表としてさまざ
まな行事に参加していた。
　元号が昭和から平成に変わり、交通
安全市民まつりは越谷市民まつりと名
称を改めた。第４４回を数える今年の越
谷市民まつりは、１０月２８日（日）に開
催される。
＊第４４回越谷市民まつりについては、
市民まつりＰＲチラシ（市役所総合受
付、各地区センターほかで配布しま
す）をご覧ください

　　　　　

梶田　隆章さん

▲
▶
第
1
回
交
通
安
全
市
民
ま
つ
り
の
様

子
。ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
歌
謡
漫
唱「
シ
ャ
ン

バ
ロ
ー
」（
上
）。子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

の
ジ
ャ
ン
ボ
マ
ッ
ク
ス
も
登
場（
右
）。ス
テ

ー
ジ
以
外
に
も
野
菜
市
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

な
ど
で
市
民
を
楽
し
ま
せ
た
＝
昭
和
50

年
9
月

◀
第
1
回
か
ら
続
く
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
。

平
成
28
年
に
は
市
民
栄
誉
賞
第
1
号
を

受
賞
し
た
星
奈
津
美
さ
ん
も
参
加
し
た

第
十
二
話（
最
終
話
）　
越
谷
市
民
ま
つ
り

越
谷
今
昔
物
語

第12回
（最終回）わたしと越谷市

越谷 軌跡の

かじ　た　　　　たか　あき

■東京大学宇宙線研究所長
1959年3月9日生まれ、東松山市出身。越谷市在住。
埼玉大学を卒業後、東京大学大学院修了。理学博士。
2015年ニュートリノ振動の発見によりノーベル物理学
賞を受賞。
越谷市名誉市民。

平成29年11月号から連載してきました越谷市制施行
60周年企画「きせき　越谷の軌跡」は今号で終了します

地元職人の確かな技術！内容に自信！


